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松 本 健 司
最近,カオスを与える濃 も単純な例として非線形な1次元写像の力学系が注目を集めている｡






















山 崎 孝 二
トカマク型プラズマは,オーム加熱では核融合反応の点火温度まで到達できず,またパルス
運転となることが欠点である｡そこで第二段加熱法及び定常電流生成法として電子サイクロト
ロン加熱,ロアノ､イブリッド加熱が研究されている｡
我々はWT2トカマク装置において電子サイクロトロン波による電子加熱,及びロアノ､イブ
リッド波 (LHW )による電流駆動の実験を行なっている.これらの加熱及び電流駆動の物理
的機構を解明するためにはプラズマの電子の密度,温度及びエネルギー分布又プラズマに励起
されている波動を知ることが必要不可欠である｡
そこで70GHz帯のミリ波計測装置によって上記のプラズマパラメータを測定した,.すなわ
ちミリ波干渉計により電子密度を測定し,またラジオメータによりプラズマの電子温度,及び
エネルギー分布を,更に散乱計測装置によりプラズマ中の低周波揺動を測定した｡工JHWによ
る電流駆動実験ではオーミックプラズマの終 り近くの時間にRFを印加すると,このR_Fの運
動量により高速電子ビームが生成され･ループ電圧VL-0,プラズマ電流 Zp-10kAでRF
駆動の電流だけで保持されたトロイダルプラズマを生成するのに成功した｡そのプラズマパラ
メーターを計測した結果,電子密度はオーム加熱における6-9×1012(cm~3)からR_F保持
のプラズマでは3×1012(cI√3)に下がることがわかった｡また電子温度に関しても200eV か
ら30eVに下がっているが,プラズマ電流を支えている30keV程度のエネルギーの高速電子
ビームがあって,これが強い福射を放射するためにラジオメーターからの出力は200eVの熱
放射よりも10dBほど上昇した｡また散乱計測からの低周波密度揺動の測定結果はR.F駆動プ
ラズマの場合はオーム加熱のそれに比べて1/4ほど減少し, ドリフト波不安定性が抑えられて
いることがわかった｡
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